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軌道敷内の暗渠（高瀬） 
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上
野
高
瀬
水
源
の
水
害
に 

対
す
る
対
応
に
つ
い
て 

   

　
上
吾
川
・
稲
荷
・
三
秋
・
大
平
・

小
手
谷
配
水
区
約
一
万
千
人
へ
給

水
し
て
い
る
上
野
高
瀬
水
源
地
の

水
害
に
つ
い
て
、
大
雨
時
に
水
田

等
か
ら
の
農
薬
や
家
庭
廃
水
を
含

ん
だ
濁
水
の
流
入
を
防
ぐ
た
め
、

周
辺
河
川
構
造
の
改
築
等
の
人
的

努
力
を
施
せ
ば
高
い
割
合
で
改
善

で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
対
応
策
を

伺
い
た
い
。 

 

　
　
　
　
中
村
市
長 

 

　
県
か
ら
県
道
八
倉
線
バ
イ
パ
ス

工
事
の
線
路
計
画
時
に
高
瀬
地
区

へ
路
線
の
変
更
を
し
た
い
と
の
協

議
の
際
に
、
高
瀬
地
区
と
の
調
整

の
結
果
、
Ｊ
Ｒ
軌
道
敷
暗
渠
の
改

良
を
行
う
こ
と
を
条
件
に
路
線
変

更
に
応
じ
て
い
た
だ
き
、
暗
渠
の

流
水
断
面
の
改
良
に
つ
い
て
松
前

町
と
の
協
議
が
調
っ
て
い
る
。 

　
暗
渠
の
流
水
断
面
の
改
良
計
画

に
当
た
っ
て
は
、
松
前
町
と
の
協

議
の
中
で
、
九
号
水
路
か
ら
最
大

越
流
想
定
水
量
毎
秒
五
ト
ン
を
集

中
し
て
流
せ
な
い
こ
と
と
な
っ
た

の
で
、
こ
の
う
ち
三
ト
ン
を
当
水

路
に
、
二
ト
ン
を
上
流
で
分
水
す

る
必
要
が
生
じ
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
六
月
二
八
日
に
上
野
・
宮
下

地
区
の
関
係
者
と
現
地
調
査
を
行

っ
た
が
、
九
号
水
路
か
ら
当
水
路

へ
の
流
入
で
の
分
水
に
つ
い
て
は
、

ほ
場
整
備
時
に
水
路
が
変
更
さ
れ
、

現
在
水
路
が
存
在
し
て
お
ら
ず
分

水
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
八
月
八

日
に
上
野
・
宮
下
区
長
と
協
議
を

行
い
、
八
月
十
日
に
再
度
現
地
調

査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
九

号
水
路
の
流
入
部
よ
り
、
約
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
上
流
部
で
の
分
水
に

つ
い
て
は
、
下
流
の
水
路
約
六
〇

〇
メ
ー
ト
ル
を
改
修
す
る
こ
と
で

毎
秒
二
ト
ン
の
分
水
が
可
能
で
あ

る
と
の
判
断
で
、
地
元
宮
下
区
長

と
最
終
調
整
の
結
果
、
分
水
に
つ

い
て
は
、
同
意
を
得
た
。 

　
今
後
、
松
前
町
と
連
携
を
密
に

し
、
早
期
完
成
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
る
が
、
完
成
ま
で
に
は
数

年
を
要
す
る
と
考
え
て
い
る
。 

 

　
　
　
　
産
業
経
済
課
長 

 

　
分
水
路
の
改
修
工
事
は
、
愛
媛

県
単
独
土
地
改
良
事
業
で
、
平
成

十
九
年
度
か
ら
継
続
的
な
事
業
採

択
を
受
け
る
べ
く
、
県
担
当
部
局

と
調
整
予
定
で
あ
る
。
同
時
に
、

Ｊ
Ｒ
軌
道
敷
下
流
部
の
松
前
町
鶴

吉
地
区
の
水
路
、
長
尾
谷
川
ま
で

の
約
三
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
改
修
も
、

松
前
町
に
工
事
を
お
願
い
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
こ
の
松
前
町
部

分
、
分
水
路
の
改
修
工
事
が
完
成

す
る
最
終
年
度
に
Ｊ
Ｒ
軌
道
敷
の

暗
渠
改
良
を
市
単
独
事
業
で
行
う

こ
と
に
し
て
い
る
。 

                  
　
今
後
、
下
流
域
の
松
前
町
、
同

町
鶴
吉
、
神
崎
地
区
と
の
協
議
を

進
め
、
早
期
に
着
工
す
る
予
定
で

あ
る
が
、
改
良
工
事
が
完
了
す
る

ま
で
の
間
、
地
元
に
は
、
土
砂
の

取
り
除
き
な
ど
暗
渠
の
徹
底
管
理

を
申
請
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

「
人
と
水
が
出
会
う
郷
」
再

生
プ
ラ
ン
認
定
後
の
対
応
に

つ
い
て 

   

　
「
人
と
水
が
出
会
う
郷
」
再
生

プ
ラ
ン
に
関
連
し
て
、
世
界
に
向

け
て
自
然
破
壊
に
警
鐘
を
鳴
ら
し

た
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
著
の 

「
沈
黙
の
春
」
を
読
ま
れ
た
こ
と

が
あ
れ
ば
、
感
想
を
伺
い
た
い
。

　
ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
学

校
等
か
ら
有
害
物
質
を
含
ん
だ
洗

剤
等
を
使
用
し
な
い
啓
蒙
活
動
に

対
し
教
育
長
の
所
見
を
伺
い
た
い
。 

 

　
　
　
　
中
村
市
長 

 

　
こ
の
本
は
、
自
然
破
壊
、
環
境

破
壊
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
す
ば
ら

し
い
本
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
有
吉
佐
和
子
さ
ん
の
「
複

合
汚
染
」
も
環
境
問
題
の
バ
イ
ブ

ル
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
二
冊
を

改
め
て
読
み
返
し
た
い
。 

　
　
　
　
上
田
教
育
長 

 

　
有
害
化
学
物
質
が
皮
膚
か
ら
直

接
吸
収
さ
れ
る
こ
と
が
経
皮
吸
収
、

経
皮
毒
と
言
わ
れ
、
最
近
問
題
視

さ
れ
て
い
る
。 

　
こ
れ
ら
は
、
今
教
育
現
場
で
推

進
さ
れ
て
い
る
食
育
や
総
合
学
習

等
の
中
で
の
環
境
教
育
、
さ
ら
に

「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
御
飯
」
に

代
表
さ
れ
る
、
家
庭
と
一
体
と
な

っ
た
正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
る
運
動
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
教
育
現
場
と
も
協
議
し

て
、
こ
の
経
皮
毒
の
視
点
か
ら
の

教
育
に
力
を
入
れ
た
い
。 

　
我
が
国
は
、
昭
和
三
十
年
以
降

安
く
て
洗
浄
効
果
と
殺
菌
効
果
を

備
え
た
合
成
洗
剤
が
普
及
し
た
が
、

河
川
の
自
浄
作
用
が
低
下
す
る
等

の
事
態
が
生
じ
た
。
近
年
は
、
改

良
が
進
み
、
合
成
洗
剤
が
多
く
の

公
の
給
食
施
設
等
に
お
い
て
も
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

伊
予
市
内
施
設
の
現
況
を
調
べ
、

関
係
当
局
の
御
指
導
を
得
な
が
ら

対
処
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
「
人

と
水
が
出
会
う
郷
づ
く
り
」
に
お

い
て
も
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
る
の

で
、
真
摯
に
取
り
組
み
た
い
。 

  

・
公
共
工
事
の
指
名
の
件
に
つ
い
て 

・
療
養
病
床
削
減
の
件
に
つ
い
て 

 


